
つでも,勉強し,職場復帰したいと望んでいる.

い け ば 夜 と私

(5回等 )

鈴 木 友 子

私が自分でも思いがけず,他^様にいけば夜の手ほどきをするようにをDてそろそろ十年たとう

としています｡高一の時からはじめたいけば夜,そしてた 趣ゞ味 として楽しんできたものが,その

後の自分の中でこん夜にも大きを部分を占めるようにを?て我をがら驚いておbます｡そ,してこれ

Tiでにたったのは本当に先生方や皆様の暖いか励ましによるものであることを思い,月並の言葉をが

ら,深い感謝の念で一杯です｡

自宅で教えたb出稽古をしたbLますが,この約十年間私の中心 とをDていますのは作楽会のい

けばを教室です｡作楽会というのは附属高校の同窓会で,桜蔭会館のお隣Dですoそこでは,草月

会の田口是庭先生が主に指導しておられます｡大学生から遼歴すぎの力まで,時には外人の力の飛

入のか稽古まであbます｡

何と言Dてもやbかいのあるのが年一回の展覧会,勉強会で しょうか｡た5た一日か二日,約五

十点の作品を見ていた ゞくだけですが,半年位前から準備に入bます｡そして一回毎の会のことが,

いけばを教室の足跡であD, そのま 私ゝ の年輪です.会の運営にはこの頃慣れてきせ したが,段

苦々 しさを増すのが自分の作品です｡

昨年はじめて鉄の作品をつくD,それに ｢憧｣とい う題をつけ,現在横浜のさる所に飾 Dてあb

ます｡レ､わゆる生の花のいけばな,石骨を使った年,白樺を組んだ作品｢に らめっこ｣,アルミ板
で作 った ｢知｣･｢聴く｣,鉄の ｢憧｣と今製作中の鉄の第二作｡何と言葉で説明するよDも, こ

こに写真をのせられ貴いのが残念です｡作品は,自分の知 っている私 よb, よb雄弁に私を物語る

らしいです｡隼の花は本当に美しく,いけば夜を知らをくとも一輪さしてあってもその場の空気が

変bますoLかし,アルミや鉄が美しいと,主観的にも客観的にも感じられる作品に売るには本当

に大変を苦 しみです｡

現在月に.倭,家元勅使 河原蒼風先生に教えていたゞきます｡家元は私の名前も御存知をい筈です

が,そのお稽古で覚められると有頂天に在る位うれしく,御注意を受けるといつまでも悲 しいです｡

その時集る全国からの生徒達の真剣さ,又家元の何気をい話に,泉が枯れをい元気を得ます｡もし

かするとこれは自慢話に在ってしまいますが,一昨年秋,父の病気中に,回復の見通しがつき,辛

Dとおは夜がいけられる心に夜Dた時,そして父さえ生きていればあとは不足は言うせいという時
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でした｡家から樫柳とうどの実と柿を持Dてい9て生けて見ていただきました｡その時家元は ｢こ

れにはいけばなの心がある,_.今晩はこの作品を肴にしてお酒をのもう｣と言われました｡きDとこの､

事はいつTiでも私の支えにをbそうです｡

今年の新年会で今一番おはををいけていて因ることという質問を受けました｡レヽけば夜はこわvl

ほどその^が出ます｡たとえ立場は生徒であっても,技術的には未熟であDても何 とも言えず良い

いけば夜がいけられているのを見る時, この道の速さを想いますOやさしいおはを,楽しいおはも

まろやかなおは充,をどやか夜おはを,相手を受入れるお花｡今す ぐとは言高ませんが誠実をだけ

の私のおは夜がもう一息唱いたいと思 うのです｡たとえ声は小さく低くともをるべくよい声で｡

これまで田口先生というよき師に恵まれ,数多くのよき弟子に患Tiれて順調を道を歩ませていた

だきました｡今後は一層きびしい試練の道でしょう｡私の生活の中でいけばをの占める割合が大き

く在ったD,J､さく覆ったbその時 で々変化するでしょうが,その時その時で精一杯の努力をしたい

と思,ています｡

いけば夜の魅力は伺ですかと聞かれたら rTiあー庭をさDてどらんをさい｣としか言えませんゝ

いけば夜と私 との出合い,人生にはふしぎを道が開けるものです. (7回隼)

仲人のとしごと暮す日々

土 橋 香 奈子

むかし,式先年が ｢女子の学校は弟子が育たをいからつずらをhですよ｡｣と嘆いていらした｡

学問を志す と思いきや,卒業すれ喋,ほいほい結婚して,地理学 よさよう走ら, というのでは-云

｡々傍らで渡辺先生が ｢レーヤ,女はおヨメさんにをDて子供を産まをきゃいけませんよ｡｣と学問

よDも女の道を説いていらした｡

以来十年,渡辺先生の感化がよb強か ったのかどうか,四才をかしらに四^の子持ちとをDて,

お茶の水地理の編集委員からも,学術論文に非ずして,■子供 との明け暮れ ●を所望される身と相在

った｡一時代前夜らば,四人の子供をど当b前, とい うよbむしろ少をいぐらい夜のに,少数精鋭

主義の昨今では,近隣の注目を浴びて,大いに羨ましがられ,内心は呆れられ, ｢もう少しの辛抱

だからしっかbLをさいよ｡｣と励まされ,幾人かには, ｢お宅はカトリックですか｡｣と尋ねら

れ,さらには, ｢家族計画の御相談に参 bました｡｣と何やらの押売 Dのおばさんまで登場するに

及んで,hDたい肩身が広いのわ 狭いのかこの混乱 した頭では判断がつきかねる状態 とをDた｡

子供は四才,三才,もうじき二才,それに八 ケ月の赤ン坊で,年が接近しているため長 く遊びも
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